
第 10 回 J 感染制御ネットワークフォーラム 

 

 

 

第 1 会場（大ホール） 

共催：花王プロフェッショナル・サービス株式会社 

9:10 ～ 11:10 
感染管理ベストプラクティス ワークショップ 

感染管理ベストプラクティスとソシアルネットワーク 

－こうでなければいけない！から脱しよう－ 

 

司会：大村真利子（秋田県立医療療育センター 感染予防対策室） 

斎藤  智（黒石市国民健康保険黒石病院 感染管理室） 

 

日本感染管理ベストプラクティス“Saizen”研究会東北ブロックの 

10 年間の活動報告 

演者：残間由美子（公益財団法人 宮城厚生協会坂総合病院 感染制御室） 

地域の感染対策のレベルアップを目指す福島 WG の活動報告とケアホームでの

実践例紹介 ～膀胱留置カテールの管理（車椅子へ移乗と動方法）～ 

演者：森  浩子（福島県立医科大学附属病院 感染制御部） 

飯野  綾（介護老人保健施設ケアホームやまと 療養部） 

おとなりの感染対策どうしてる？～精神科領域における感染対策の現況～ 

演者：鈴木 美子（秋田県立病院機構 秋田県立リハビリテーション・ 

精神医療センター感染対策室） 

10 年間の活動を振り返って～青森県の地域性を活かした取組について～ 

演者：菊池久美子（あおもり協立病院 医療安全管理室） 

べスプラで、広～い岩手に感染対策の輪を 

演者：福田 祐子（岩手県立胆沢病院 感染管理室） 

感染対策のレベルアップを目指して～山形での活動とこれからの課題～ 

演者：冨樫 洋子（山形市立病院済生館 看護部） 

「宮城発・感染管理ベストプラクティス」 -全国そして世界に伝えたこと- 

演者：佐々木浩美（スズキ記念病院 看護部） 

パネルディスカッション 

総括発言 

演者：東北厚生局 

総括発言 

演者：賀来 満夫（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御･検査診断学分野） 

 

 

 

プログラム 



 

 

第 2 会場（橘） 

共催：Meiji Seika ファルマ株式会社 

9:10 ～ 11:10 
薬剤師のための IC ワークショップ 

感染に携わる薬剤師の将来像 

－この 10 年を振り返り、次の 10 年を考える－ 

 

司会：平賀  元（医療法人青仁会青南病院） 

藤村  茂（東北医科薬科大学大学院 薬学研究科 臨床感染症学教室） 

 

１．ICD 活動における薬剤師の役割について 

演者：久道 周彦（東北大学病院 薬剤部） 

 

２．ICT における感染管理認定・専門薬剤師の実践的な活動 

演者：南  和志（八戸市立市民病院 薬局） 

 

３．AST 活動推進に向けた抗菌化学療法認定薬剤師の果たすべき役割 

演者：工藤  晋（盛岡赤十字病院 薬剤部） 

 

４．中小規模病院における AST 活動の実際 

演者：齊藤  伸（秋田県立脳血管研究センター） 

 

５．特別発言 

演者：白石  正（前 山形大学医学部附属病院 薬剤部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 3 会場（萩） 

共催：シスメックス株式会社 

ビオメリュー株式会社 

ベックマン・コールター株式会社 

9:10 ～ 11:10 
検査技師・医師向けワークショップ 

ケーススタディで学ぶ Antimicrobial Stewardship Team（AST）活動 

 

司会：長沢 光章（国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科） 

豊川 真弘（福島県立医科大学 新医療系学部設置準備室） 

 

症例１： 

症例提示医師：斎藤 恭一（福島県立医科大学 感染制御部） 

コメンテーター： 

  臨床検査技師：豊川 真弘（福島県立医科大学 新医療系学部設置準備室） 

  薬剤師：油井  優（福島県立医科大学附属病院 薬剤部） 

特別発言：矢野 寿一（奈良県立医科大学 微生物感染症学講座） 

 

症例２： 

症例提示医師：青柳 哲史（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 

コメンテーター： 

  臨床検査技師：勝見 真琴（東北大学病院 診療技術部検査部門） 

  薬剤師：鈴木 博也（東北大学病院 薬剤部） 

特別発言：矢野 寿一（奈良県立医科大学 微生物感染症学講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 4 会場（白橿 1＋2） 

共催：シオノギヘルスケア株式会社 

ムンディファーマ株式会社 

9:10 ～ 11:10 
市民公開講座 

仙台市薬剤師会・東北大学 合同企画 

迫り来る感染症の脅威 －私たちが果たすべき役割とは－ 

 

司会：北村 哲治（一般社団法人 仙台市薬剤師会） 

賀来 満夫（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 

 

１．迫り来る感染症の脅威にどのように対応するか 

－ソシアルネットワークの重要性－ 

演者：賀来 満夫（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 

 

２．自発を引き出す感染対策活動！八雲感染対策ネットワークの取り組み 

～学校感染対策チーム(School-ICT)の成果～ 

演者：﨑本 裕治（八雲総合病院 薬局） 

 

３．地域の感染症対策に薬剤師が果たす役割 

演者：高橋 將喜（一般社団法人 仙台市薬剤師会） 

 

話題提供感染症疫学情報ネットワークが作る情報共有の場 

演者：吉田眞紀子（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 

 

総合討論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 1 会場（大ホール） 

共催：武田薬品工業株式会社 

11:50 ～ 12:50 
教育セミナー 1 （ランチョン） 

人獣共通感染症としてのインフルエンザ克服戦略 

 

司会：賀来 満夫（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 

演者：喜田  宏（北海道大学ユニバーシティプロフェッサー、 

人獣共通感染症リサーチセンター特別招聘教授統括、 

WHO 指定人獣共通感染症対策研究協力センター長、 

長崎大学感染症共同研究拠点長） 

 

 

第 2 会場（橘） 

共催：大日本住友製薬株式会社 

11:50～12:50 
教育セミナー 2（ランチョン） 

救急・集中治療領域の AFS（antifungal stewardship）を再考する 

 

司会：久志本成樹（東北大学大学院 外科病態学講座 救急医学分野） 

演者：佐々木淳一（慶應義塾大学医学部 救急医学） 

 

 

第 3 会場（萩） 

共催：杏林製薬株式会社 

吉田製薬株式会社 

11:50～12:50 
教育セミナー 3（ランチョン） 

薬剤耐性菌対策におけるこれからの環境整備 

 

司会：残間由美子（公益財団法人宮城厚生協会 坂総合病院 感染制御室） 

演者：文字 雅義（社会医療法人蘇西厚生会 松波総合病院 感染対策室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 4 会場（白橿 1+2） 

共催：花王株式会社 

11:50～12:50 
教育セミナー 4（ランチョン） 

カビの環境衛生-基礎と実践- 

 

１．カビの健康影響と薬剤耐性-感染管理の視点から 

司会：高鳥 浩介（NPO 法人カビ相談センター） 

演者：亀井 克彦（千葉大学真菌医学研究センター 臨床感染症分野） 

 

２．感染管理現場でのカビ対策 

司会：亀井 克彦（千葉大学真菌医学研究センター 臨床感染症分野） 

演者：高鳥 浩介（NPO 法人カビ相談センター） 

 

 

第 5 会場（桜 2） 

共催：日科ミクロン株式会社 

11:50～12:50 
教育セミナー 5 （ランチョン） 

手に優しい手指衛生とは？ －消毒薬の皮膚への影響を科学する－ 

 

司会：光武耕太郎（埼玉医科大学国際医療センター 感染症科・感染制御科） 

演者：仲村  究（福島県立医科大学 感染制御学講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 会場（大ホール） 



共催：アステラス製薬株式会社 

大正富山医薬品株式会社 

13：30 ～ 15:00 
感染症診療ベーシックセミナー（スイーツ） 

AST（抗菌薬適正使用支援チーム） 

 

司会：児玉 栄一（東北大学災害科学国際研究所 災害感染症学分野） 

 

１．基調講演「AST ガイダンス 2017 がもたらしたもの」 

演者：関  雅文（東北医科薬科大学医学部 感染症内科・感染制御部） 

 

２．弘前大学における AST 活動の実際 

演者：齋藤 紀先（弘前大学大学院 医学研究科 臨床検査医学講座/ 

感染制御センター） 

 

３．AST 活動における薬剤師の役割と具体的活動 

演者：小野寺直人（岩手医科大学医学部 臨床検査医学講座） 

 

４．病棟担当薬剤師と協働で行うＡＳＴ業務 

演者：西村孝一郎（山形市立病院済生館 薬局） 

 

 

 

 

第 2 会場（橘） 

共催：MSD 株式会社 

13：30 ～ 14:30 
教育セミナー6 （スイーツ） 

薬剤耐性（AMR）病原体に対する新しい抗感染症薬を知る 

 

司会：金光 敬二（福島県立医科大学医学部 感染制御学講座） 

演者：藤村  茂（東北医科薬科大学大学院 薬学研究科 臨床感染症学教室） 

 

 

 

 

 

 

第 3 会場（萩） 

共催：ファイザー株式会社 

13：30 ～ 14:30 
教育セミナー7 （スイーツ） 



Antimicrobial Stewardship Program の推進と実践 

～今何が求められるのか～ 

 

司会：渡辺  彰（東北文化学園大学 医療福祉学部 抗感染症薬開発研究部門） 

演者：二木 芳人（昭和大学医学部 内科学講座 臨床感染症学部門） 

 

 

第 4 会場（白橿 1+2） 

共催：塩野義製薬株式会社 

13：30 ～ 14:30 
教育セミナー8 （スイーツ） 

インフルエンザの臨床と免疫 および 新規抗インフルエンザ薬へ

の期待 

 

司会：永井 幸夫（永井小児科医院） 

演者：廣津 伸夫（廣津医院） 

 

 

第 5 会場（桜 2） 

共催：東京サラヤ株式会社 

13：30 ～ 14:15 

 

 

 

 

 

 

 

14:15 ～14:30 

教育セミナー9 （スイーツ） 

平成 30 年度日本感染管理ネットワーク東北支部研修会 

院内研修会おたくはどうしていますか？ 

 

司会：早坂たけみ（一般財団法人広南会 広南病院 看護部） 

演者：残間由美子（公益財団法人宮城厚生協会 坂総合病院 感染制御室） 

今 めぐみ（青森県立中央病院 感染管理室） 

 

ICNJ 東北支部運営役員会報告会 

※ICNJ 東北支部会員限定 

 

 

 

第 1 会場（大ホール） 

共催：ミヤリサン製薬株式会社 

15:05 ～ 16:15 
One Health シンポジウム 

One Health の時代の感染症危機管理 

 

司会：賀来 満夫（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 



 

１．医療施設における感染症危機管理 

演者：徳田 浩一（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 

 

２．地域ネットワークで対応する市中感染症 

演者：國島 広之（聖マリアンナ医科大学 感染症学講座） 

 

３．世界と日本をつなぐグローバルな感染症危機管理 

演者：押谷  仁(東北大学大学院 微生物学分野) 

 

４．総合討論 

 

 

 

第 2 会場（橘） 

共催：日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 

14:40 ～ 15:40 
教育セミナー 10 

感染症迅速診断検査キット活用の基礎知識 

 

司会：中島 一敏（大東文化大学 スポーツ・健康科学部 健康科学科） 

演者：大塚 喜人（医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 臨床検査部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 会場（萩） 

共催：第一三共株式会社 

14:40 ～ 15:40 
教育セミナー 11 

より効果的なインフルエンザの予防と治療を目指して 

 

司会：川村 和久 (かわむらこどもクリニック) 

演者：山下  誠 (東京大学医科学研究所 感染・免疫部門) 



 

 

第 4 会場（白橿 1+2） 

共催：エムエス株式会社 

サクラ精機株式会社 

14:40 ～ 15:40 
教育セミナー 12 

単回医療機器（SUD）再製造について 

 

司会：金澤 悦子（東北大学病院 材料部） 

演者：上塚 芳郎（東京女子医科大学附属成人医学センター） 

 

 

第 5 会場（桜 2） 

共催：株式会社日本微生物研究所 

14:40 ～ 15:40 
教育セミナー 13 

ノロウイルス感染症～基礎から最新の知見まで～ 

 

司会：加來 浩器（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 

広域感染症疫学・制御研究部門） 

 

１．ノロウイルス不顕性感染の現状 

演者：佐藤 寿夫（日本微生物研究所 検査部） 

 

２．ノロウイルスシークエンス解析の考察 

演者：金子  寬（日本微生物研究所 研究開発部） 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 会場（白橿 1+2） 

共催：テルモ株式会社 

15:40～ 16:20 
教育セミナー 14 

新しい環境消毒への挑戦 

 

司会：金森  肇（東北大学大学院 総合感染症学分野／ 

感染制御・検査診断学部分野） 



 

１．これからの環境消毒についての展望 

演者：森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部 感染制御部） 

 

２．臨床工学技士（CE）が参画する ICT 活動 

演者：吉岡  淳（山形大学医学部附属病院 臨床工学部） 

 

 

 


